
The physics of dark energy part 5. 

Unification of gravity and electromagunetism 

 

 

 



 

 

 
Uniform No. 9 Chapter gravitational and electromagnetic forces 

[1] modern physics goals, Super grand unified theory hypothesis 

[2] in 1980, elementary pulsation principle announced in Japan physical society 

an announcement in the Japan physical society in 1980 [3] cinii National Institute of Infomatics to be 

stored. 

[4] on the Internet Encyclopaedia Wikipedia articles 



An illustrated guide [5] nuclear forces, gravity, electromagnetic force 

[6] elementary pulsation principle forces, gravity, electromagnetic force of unity 

[7] pulsation principle model for finite nuclei structure. 

Front and back of the same photon's [8] photons and quantum gravity 

 

Chapter 10 chapter pulsating Big Bang universe model 

[1] the current universe model. 

Deny [2] inflation universe model. 

Large scale structure of the universe [3]. 

[4] microcosm group model cosmic large-scale structure resembling a ripple. 

Models of the universe birth starting with the size of the universe, without exceeding the speed of 

light [5] 

[6] dark energy pulsating principle oscillatory universe model 

[7] on the cover to the pulsating microcosm were graph models. 

[8] cosmic large-scale structure of voids (bubbles) within the milky way there's no mystery to solve. 

[9] pulsating voids (bubbles) each microcosm. 

Solve the mystery of [10] cosmic microwave background radiation. 

 

Chapter 11 Chapter universe geometry 

The geometry of the universe [1] 

[2] space, size and structure of vacuum space is the same 

[3] all things geometric figure 

[4] all things geometric cover 

 

Chapter 12 chapter man equation, (quantum gravity equation) 

[1] quantum gravity equation 

Grounds zero cosmological constant of quantum gravity equation [2] 

The challenge of quantum gravity equation [3] 

The challenge [4] quantum gravity equation, part 2 

The challenge of quantum gravity equation [5] (3) 

[6] gravity equations apply to particle physics. 

[7] universal gravitation constant is zero when all things become the vacuum. 

[8] all things equation diagram 

Cover of quantum gravity equation [9] 

 

Chapter 13 Chapter math's biggest challenge "proof of the Riemann hypothesis" challenge, and 

number theory post. 

And "proof of the Riemann hypothesis" [1] Math history's biggest conundrum 

[2] 150 years tackle difficult Riemann hypothesis has been rejecting the challenge of geniuses 

Challenged to prove the biggest challenge [3] Prime mystery, history of mathematics, Riemann 

hypothesis 

A new interpretation of the Riemann hypothesis [4]. Zero point is all straight crosses 

[5] elementary pulsation principle opens the doors of Lehman expected certification 



 

Chapter 14 chapter dark energy physics, other 

[1] supersymmetric particles, supersymmetric mechanics 

The challenge of high-temperature superconductor materials [2] 

 

In the end 

Sources and further reading 

 
Elementary pulsation principle announced in the real sense of the 1980 (my name) 

In the hypothetical elementary particle oscillation principle 

Elementary particles and self energy emission and shrinkage repeatedly Super fast and spontaneous 

symmetry breaking from the symmetry of the vacuum space, self weight of ever-changing and 

varying energy community. Vacuum space is filled with energy, energy acts repulsive force together 

to have symmetry. Energy air vacuum, a vacuum space has energy air energy density to conserved 

quantities and symmetries. Increase in energy density from the vacuum level symmetry to positive or 

negative, to raise the mass and distortion of the space. Subatomic particle by repeated breaking of 

symmetries between positive and negative due to pulsation repeats Super fast conversion of particle 

and wave. Absorbed energy of equivalent particle pulsating mass extinction process, total mass of 

the particles is converted to energy released into the field, along with then by its reaction mass 

generation process and containing the information, again formed the mass of equivalent particle. 

 
[Gravity] 

A photon emitted particles, gravity is based on elementary pulsation air scarce space and the other 

subatomic particles emitted photon empty scarce space in contact with each other, trying to return to 

symmetry and space forces in the attraction. Interaction forces between the photons is transmitted 

to each particle by elementary particles based on elementary pulsation and photon emission and 

absorption processes. Empty scarce space of the photon with quantum space distortion and, in 

quantum gravity, relativistic quantum gravity theory to guide. 

* Prophecy: mediated quantum gravity is a photon and the photon empty scarce space gravitational 

quantum. 

 

 

 

 

 



 

暗黒エネルギーの物理 その 5 。 
 

第 9章 重力と電磁気力の統一 

[1] 現代物理学の最終目標、超大統一理論への仮説 

[2] 1980 年、日本物理学会で発表した素粒子脈動原理 

[3] cinii 国立情報学研究所に保管されている1980年の日本物理学会で発表した資料。 

[4] ネット上の百科辞典 Wikipedia に掲載された記事 

[5] 核力・重力・電磁気力の図説 

[6] 素粒子脈動原理による核力・重力・電磁気力の統一 

[7] 脈動原理モデルによる原子核の構造。 

[8] 光子と重力量子は同じ光子の表と裏 

 

第 10 章 脈動ビックバン宇宙モデル 

[1] 現在の宇宙モデル。 

[2] インフレーション宇宙モデルを否定する。 

[3] 宇宙の大規模構造。 

[4] 小宇宙群モデル宇宙大規模構造はさざ波に、にている。 

[5] 光速を超えず、宇宙サイズから始まる宇宙誕生モデル 

[6] 暗黒エネルギー脈動原理による脈動宇宙モデル 

[7] 表紙に図示した脈動する小宇宙群モデル。 

[8] 宇宙大規模構造のボイド(泡)内に銀河が存在しない謎を解く。 

[9] ボイド(泡)各々が脈動する小宇宙。 

[10] 宇宙マイクロ波背景放射の謎を解く。 

 

第 11 章 万物の幾何学 

[1] 万物の幾何学 

[2] 宇宙第規模構造と真空空間の構造が同じ 

[3]  万物の幾何学の図 

[4]  万物幾何学の表紙 

 

第 12 章 万物の方程式・(量子重力方程式) 

[1] 量子重力方程式 

[2] 量子重力方程式の宇宙定数をゼロにした根拠 

[3]  量子重力方程式への挑戦 

[4]  量子重力方程式への挑戦、その 2 

[5]  量子重力方程式への挑戦(3)  



[6]  重力方程式を素粒子に適用する。 

[7]  万有引力定数がゼロの時万物が真空になる。  

[8]  万物の方程式図 

[9]  量子重力方程式の表紙 

  

第 13 章  数学史上最大の難問「リーマン予想の証明」に挑戦  ・・・・・数論に投稿。       

[1]  数学史上最大の難問「リーマン予想の証明」とは               

[2]  150 年間天才達の挑戦を退けてきた難問リーマン予想に挑戦       

[3]  素数の謎、数学史上最大の難問、リーマン予想の証明に挑戦       

[4]  リーマン予想の新解釈。ゼロ点は全て一直線との交点            

[5]  素粒子脈動原理がリーマン予想証明の扉を開く                

 

第 14 章 暗黒エネルギーの物理・その他 

[1] 超対称性粒子・超対称性機構 

[2] 高温超伝導材への挑戦 

 

おわりに 

出典・参考資料 

 

 

 



 



 



 

 



 

第 9章 重力と電磁気力の統一 

 

[1]現代物理学の最終目標、超大統一理論への仮説 

 現在、核力と電磁気力は統一されているが、この統一理論と重力との統一が未完成であ

る。その最有力候補として超弦理論が研究されているが、いまだ完成とは遠いレベルにあ

る。 

アインシュタインが完成させた重力の理論、一般相対性理論は宇宙等の極大の世界を解

明し、量子力学は素粒子等の極微の世界を解明した。両者の統一は理論物理学の究極

の目標であるが両者は水と油のごとく根本的に馴染まず、未完成のまま今日も挑戦が続け

られている。 

素粒子脈動原理がその扉を開く。 

 

[2] 1980 年日本物理学会で発表した素粒子脈動原理(筆者が命名) 

  ［ 素粒子脈動原理の仮説 ］ 

素粒子とは自己ネルギーの発散と収縮により、真空空間の対称性からの自発的破れを超

高速で繰り返し、自己質量の度合いを刻々と変化させているエネルギー集合体である。真

空空間はエネルギーに満たされ、エネルギーは互いに反発力を作用させて対称性を保持

している。エネルギー大気は真空そのものであって、真空空間はエネルギー大気のエネル

ギー密度を保存量とする対称性を有する。真空レベルからのエネルギー密度の増減が、

正または負への対称性の破れであり、空間の歪みとなって質量を発生させる。素粒子は脈

動に伴って正と負との対称性の破れを交互に繰り返すことにより、粒子と波の変換を超高



速で繰り返している。素粒子脈動の質量消滅行程において、素粒子の全質量がエネルギ

ーに変換されて場に放出されると共に、続いて、その反作用によって質量発生行程となり、

場の情報を含む等量のエネルギーが吸収され、再び等量の質量が形成されて粒子とな

る。 

 

[3] cinii 国立情報学研究所に保管されている 

1980 年の日本物理学会で発表した私の資料。 

   

 

 

[4] ネット上の百科辞典 Wikipedia に掲載された記事 

 1980 年 10 月に福島大学の日本物理学会にて発表し、学会誌に掲載された大統一理

論への仮説「素粒子脈動原理」の中で示した解説図。 撮影者は 脈動 本人。 撮影者

がエクセルで作成した図をスキャナーで取り込んで作成した画像。 



 

 

 

[5] 核力・重力・電磁気力統一の図説 

 



 

[6] 素粒子脈動原理による核力・重力・電磁気力の統一   

(超大統一理論)    

核力               重力                電磁気力

 

 

［核力］ 

核力とは、素粒子脈動に基づき、各々の核子が形成させた対称性の破れの負

領域（空乏空間）が相互に接触した際に、対称性の状態に復帰させようとする

空間の作用力である。空乏空間は水中の気泡に対応し、対称性への復帰作

用力は、水圧による２個の気泡を押しつぶそうとする一体化圧力に対応する。

接触によって生じる作用力であり、近距離作用力である。 

［重力］ 

重力とは、素粒子脈動に基づき、素粒子が放出した光子の空乏空間と、他の

素粒子が放出した光子の空乏空間とが相互に接触した際に、対称性に復帰さ



せようとする空間の作用力であり、引力となる。光子相互間の作用力は、素粒

子脈動に基づく素粒子との光子放出・吸収行程を介して各素粒子に伝達され

る。光子の空乏空間とは空間の歪みの量子であり、重力量子であって、相対論

的量子重力理論を導く。  

＊予言：重力の媒介量子は光子であり、光子の空乏空間が重力量子である。 

脈動ファインマン図形(重力作用図)  

   
 

 



［電磁気力］ 

電磁気力とは、素粒子脈動に基づき、素粒子から放出・吸収される光子と光

子との相互作用であり、光子自身の脈動によって、場に放出・吸収される光子

のエネルギーと他の光子のエネルギーとの接触によるエネルギー相互の直接

作用である。放出中のエネルギーか吸収中のエネルギーかによって正の電荷

と負の電荷とに分かれる。 

 

     

 

 

 

[7] 脈動原理モデルによる原子核の構造。 

原子の中心の原子核は陽子と中性子から成る核子で構成され、その核子の脈

動により、核子が形成する空乏空間と他の核子が形成する空乏空間とが接し

た際の真空空間のエネルギーからの水圧に相当する圧縮力が核力に相当する。

原理的には重力と類似の作用力であり、断続的である。 



（量子）核力原理を現す機構 

原子の中心にある原子核は陽子と中性子から成る核子によって構成されてい

る。その核子の脈動に伴って、核子が形成する空乏空間と他の核子が形成す

る空乏空間とが接した際の真空空間のエネルギーからの水圧に相当する圧縮

力が核力に相当する。原理的には重力と類似の作用力であり、断続的である。 

＊ 核力・重力・電磁気力を統一し、基本的4力を１つの幾何学的モデルで現

す。 現在、電磁気力と重力とを一つの幾何学的モデルによって図説すること

は誰も成し得ていない。 脈動原理モデルは幾何学的モデルの機構として自然

界の四種類の力を統一的に説明し、図示することができる。 

＊ 原子核構造の予測、相反する液滴模型と鼓模型の統一模型 

 液滴模型は核子が波行程に現れる特性であり、穀模型は核子が粒子行程に

て現れる特性である。核子脈動に伴って液滴模型と穀模型とが超高速で変換

している。 

 

[8] 光子と重力量子は同じ光子の表と裏 

アインシュタインの統一の夢を実現。晩年の３０年をかけて目指した重力と電磁

気力の統一。 

質量（エネルギー）の存在が空間を歪め、空間の歪みが重力を現す（一般相対

性理論）に従い、光子は素粒子脈動により空間を歪め、空間の歪みの量子（重

力子）を形成する。光子交換により電磁気力が作用（量子電磁力学）すると共

に、同時に重力（量子重力力学）も作用する。これは重力子と光子とを統合す

る超対称性であり、重力と電磁気力が統一される。 



 

 

 
 



 

第 10 章 脈動ビッグバン宇宙モデル 

 

[1] 現在の宇宙モデル。 

2015 年現在、宇宙誕生のモデルはインフレーション・モデルが定説となっている。インフレ

ーションモデルは素粒子サイズの宇宙が真空から誕生し、1 秒より短い時間内に指数関数

的に光速を超える速度で膨張し、そこから火の玉宇宙の大爆発、ビッグバンが始まったとし

ている。 

 

・ネットにて「インフレーション」で検索した画像。 

 

 

 

 



[2] インフレーション宇宙モデルを否定する。 

インフレーション宇宙モデルによれば、光速を超える指数関数的膨張をモデル

の主旨としている。しかし、現在までのあらゆる物理理論において、光速をこえる

現象の存在は一般相対性原理が否定し、それが破られたことは一例もない。一

般相対性理論の修正をせまるモデルは、ほぼ間違いなく正しくないことがいずれ

証明されると確信する。 

従来のビッグバン宇宙モデルも長い間正しいとされてきたが、現在では不充分

であることが判明している。 

 

[3] 宇宙の大規模構造。 

近年の宇宙観測により、数千個の銀河の位置を観測した結果、宇宙規模の構造として大

規模構造と言われる銀河の分布図が明らかとなった。宇宙の超大規模な構造として、宇

宙はボイド(泡)と呼ばれる泡の集合体として構成されていることが観測された。各々の泡の

サイズは直径が 1～3億光年である。 

謎は銀河の分布にあり、数千億個とされる銀河は格子と呼ばれる泡と泡の境界部分のみ

に分布して存在し、泡の中に銀河が存在していないことである。 

現在、既存の宇宙理論では、大規模構造の謎を説明できる宇宙理論は存在しない。わず

かに、宇宙誕生の瞬間にエネルギー分布の揺らぎの存在が、大規模構造誕生に繋がった

のではないかと推測されている程度である。 

 

 



 

  空洞の境界部分だけに数千億個の銀河が分布。      

 直径 1～5億光年の空洞には銀河が無い。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[4] 宇宙大規模構造はさざ波に似ている。 
 

ネットにて「宇宙の大規模構造」で検索した画像。 

 

 

 

 

 

海のさざ波 

 

ネットにて「さざ波」で検索した画像。 

 

 



[5] 光速を超えず、宇宙サイズから始まる宇宙誕生モデル。 

暗黒エネルギー脈動原理による小宇宙群モデルにおいては、 

はじめに、宇宙全域に均一に分布し、互いに反発している希薄な暗黒エネルギーが存在し

たと仮定している。1980 年に発表した素粒子脈動原理が発見した暗黒エネルギーを仮説

の基礎として用いている。 

小宇宙群モデルでは、インフレーション理論の概念である光速をこえる指数関数的膨張は

存在せず、素粒子サイズの宇宙から始まったビッグバンの概念もない。宇宙全域に充満し

ている暗黒エネルギーがさざ波のように脈動し、数万年レベルの長い時間をかけて宇宙の

大規模構造が構成されたと推測している。宇宙の大規模構造は暗黒エネルギーの脈動が

形成している空間の歪みであり、一般相対性理論の範疇にある。大規模構造が形成する

泡の各々が現在もなを、数億光年サイズの波長で暗黒エネルギーの脈動を続けている。そ

れは素粒子脈動原理における素粒子の脈動の図と同じ物理として理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[6] 暗黒エネルギー脈動原理による脈動宇宙モデル。 

 

 

光速を超える膨張、素粒子サイズの宇宙等の概念を含まず、従来のインフレーション宇

宙モデルやビッグバン宇宙モデルを否定した新しい宇宙モデルを提供する。 

暗黒エネルギーの物理として筆者が提唱している暗黒エネルギー・シリーズの一環である。

万物の幾何学として提唱する暗黒エネルギー脈動原理によれば、発見した 4 次元空間に

実在する暗黒エネルギーや暗黒物質は、素粒子レベルの極微の世界から宇宙レベルの

極大の世界までを同じ暗黒エネルギーの物理として統一して理解することが出来る。 

はじめに、宇宙全域に満ちる暗黒エネルギーがあった。宇宙初期に、長い時間をかけて暗

黒エネルギーのさざ波が宇宙大規模構造を形成した。ボイド(泡)群各々が小宇宙であり、



各々の小宇宙に誕生した銀河は小宇宙の脈動で泡の境界に移動した。数千億個の銀河

が泡の境界(格子)に分布し、泡内に銀河は存在しない。 

宇宙大規模構造の泡(ボイド)各々は小宇宙として暗黒エネルギーの脈動(膨張・収縮)を

繰り返している。 

泡各々の脈動により、宇宙全体が膨張・収縮を繰り返し、加速膨張～停止、加速収縮～

停止をしている。 

泡各々の脈動により、銀河は小宇宙の泡の外周部(境界線)に追いやられ、泡の内部に銀

河は存在しない。 

泡の小宇宙各々にてミニ・ビッグバンが同時におこれば、宇宙全体のビッグバンとなる。 

泡の小宇宙各々にて晴れ上がりが同時におこれば、宇宙全体の晴れ上がりになる。 

宇宙マイクロハ背景放射は、地球を取り巻く小宇宙群全部から飛来するので、あらゆる方

向からの電波が同じになる。 

・大規模構造の全ての泡(ボイド)が小宇宙として約3億光年の波長で脈動し、加速膨張～

減速膨張・停止～加速収縮～減速収縮・停止の脈動サイクルを繰り返している。 

・各々の泡(小宇宙)の中で並行して、エネルギーガスの誕生～星の誕生～銀河の誕生と

宇宙創世の行程が進み、137 億光年後に宇宙全体が今日の姿になった。 

・宇宙マイクロ波背景放射は、地球を囲む小宇宙群全体からの電波なので、あらゆる方向

から飛来することになり、同じ電波となる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

[7] 電子書籍の表紙に図示した小宇宙群モデル 

 

 
 

 

[8] ボイドに銀河が存在しない大規模構造の謎を解く。 

137 億年より前に、137 億光年より外側に、無限に広がる 4次元空間の宇宙があり、暗

黒エネルギー(光)が満ちていた。ビッグバンの前に、暗黒エネルギーのさざ波が成長して

宇宙大規模構造を形成した。大規模構造の空洞(泡)各々が小宇宙として暗黒エネルギ

ーの脈動をしている。小宇宙形成の初期に、小宇宙が縮小限界の後、膨張に転じる瞬間

が小宇宙のミニ・ビックバンであり、 

我々の 3次元空間(膜宇宙)では、1 点からの大爆発となる。灼熱の火の玉は光速で膨張

し、膨張に伴う温度低下に従って、素粒子や物質、星、銀河が誕生した。小宇宙群各々の



ミニ・ビックバンが同時に起きれば宇宙全体のビックバンとなり、同時に晴れ上がれば、宇

宙全体の晴れ上がりとなる。 小宇宙群各々が同時に脈動すれば、宇宙全体の脈動にな

る。 

誕生した銀河は脈動の波紋の作用で小宇宙の外周部に移動させられ、空洞内には銀河

が無くなる。 

 

 

 

 

 



脈動宇宙モデル電子書籍の表紙            

 



 

[9]大規模構造のボイド(泡)各々が脈動する小宇宙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[10] 宇宙マイクロ波背景放射の謎の解明 

  小宇宙群各々が同じ時期にミニ・ビッグバンになれば、宇宙における地球の位置にかかわらず、 

あらゆる方角からの電波が同じになる。 

 

 

はじめに、宇宙全域に満ちる暗黒エネルギーがあった。宇宙初期に、長い時間 

 

第 11章 万物の幾何学 

[1] 万物の幾何学 

暗黒エネルギーの物理は、4 次元空間や暗黒エネルギー、暗黒物質を発見し、自然界の 4 力を統

一し、宇宙モデルを修正する。 

ミクロ空間の構造と極大空間の構造を、脈動する暗黒エネルギーの物理によって、統一した幾何

学として記述する。 

二重スリット実験の謎を解き、量子力学の確率解釈を修正し、素粒子に大きさを与え、超弦理論

の３次革命を示唆する。 

宇宙ビッグバン特異点の謎や銀河分布の謎、点宇宙の指数関数的膨張、無からの時間・空間の始

まりの謎に解答を示唆する。 



[2] 宇宙大規模構造と真空空間の極微構造とが同じ。 

 

宇宙大規模構造の温度分布画像と暗黒エネルギーのさざ波か、

うねりのパターンと似ている。 

ネットで検索した海のさざ波の画像。 

 

宇宙大規模構造の温度分布画像。 

 



[3] 万物の幾何学図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

[4] 万物の幾何学・表紙 

 



 

第 12 章 万物の方程式・量子重力方程式 

 

[1] 量子重力方程式(万物の方程式) 

 

 
 

暗黒エネルギー脈動原理の仮説が導いた万物の方程式において、一般相対論おける

重力方程式の右辺にある宇宙定数Λをゼロであると仮定している。その根拠は、宇宙空間

に均一に分布する超希薄で、互いに反発しているエネルギー(暗黒エネルギー)が宇宙定

数Λの特性にぴたりと一致するからである。脈動原理はその暗黒エネルギーの密度を水平

線(膜宇宙におけるエネルギーゼロ)と設定している。宇宙全体が膨張・収縮して暗黒エネ

ルギーの密度(水平線) が上下に変化してもそのレベルを水平線として設定し、その水平



線からの濃度変化をエネルギーの正負の変化としている。これはゲージ対称性が保たれて

いることと等価であると言える。 暗黒エネルギー脈動原理のエネルギー波形図の水平線

をエネルギーゼロと設定する。水平線から上を正エネルギー、正質量とし、水平線から下

が負エネルギー、負質量である。エネルギーゼロの水平線は上下の4次元空間を分ける3

次元空間であり、膜宇宙を表している。 

真空空間を満たす暗黒エネルギーの値と、量子力学によって試算した真空空間のエネル

ギー値との１３０桁もの膨大な差を、宇宙における真空空間に潜む暗黒エネルギーのエネ

ルギー密度を、エネルギーゼロの水平線であると仮定することで、123 桁もの差の問題を

解決する。下記の文中の「ある数を完全に相殺することなく、10 の 123 乗の一の小さな値

にすることなど、どうすればできるだろうか。」における解決策として、まず123桁の超希薄な

エネルギーをゼロに設定した後に、素粒子の質量に相当するレベルのエネルギー変化(物

質波)を加味することで下記の課題を解決している。 

 

脈動原理によれば、脈動する場のエネルギー総和はゼロであるとしているので、重力方

程式に挿入した波動関数のエネルギー総和もゼロであり、元の重力方程式に影響を与え

ず等価であると理解できる。量子力学的観点によれば、一般相対論は古典論であるとさ

れているが、脈動原理が導いた量子重力方程式は上記の波動関数を挿入することで古典

論から脱皮したものとなる。その方程式は量子力学の全ての特性を備えたものであり、不確

定性原理や確率、真空のゼロ点エネルギー振動、真空空間のゆらぎ、確率計算、くりこみ

処方、波動関数等などの特性を具備した方程式となる。この方程式は、ミクロな空間を扱

う時は、波動関数の項はエネルギーゼロとして無視して計算し、ミクロな事象を扱う時は巨

大なエネルギーを扱う従来の重力方程式の項は無視して波動関数の項だけを計算するこ



ととなる。しかし、ビッグバン宇宙論のようなミクロ空間での量子力学と相対論とを同時に扱

うような場合には、ここにしめした量子重力方程式の出番になるものと考えられる。 

 

量子重力方程式の追加項を 10-40に変更する。 重力と電磁気力の力の差は 10-40 と

莫大である。一般相対論の重力方程式は天体などのマクロな暗黒エネルギーのうねりに

相当し、追加項の量子力学はミクロな暗黒エネルギーの物質波を表わす。両者のエネル

ギーレベルの差が10-40もの膨大なものであることを表している。量子力学の方程式である

シュレーディンガー方程式を扱うミクロの世界においては、重力の影響は無視できるほどに

微弱であり、宇宙等のマクロの世界においては、量子力学的物質波の影響は無視できる

程に微弱である。しかるに、宇宙誕生の瞬間等を扱う天文学などにおいては、ミクロの物理

学とマクロの物理学を同時に扱う必要がある。超弦理論をはじめ、現代物理学においては、

一般相対論と量子力学との融合が必要になっている。 

 

 

マリオ・リヴィオ著 「偉大なる失敗」の記事。 

・アインシュタインの一般相対性理論の左辺は空間の曲率を表わす項があり、右辺には質

量とエネルギーの分布を定める項がある。アインシュタインは宇宙定数を時空のもう一つの

幾何学的性質と考え、左辺に加えた。 

・宇宙定数を右辺に移動すると、物理的には新しい意味を獲得する。宇宙項は宇宙のエネ

ルギーの一部になる。 

・物質と暗黒物質の密度は宇宙の膨張と共に減少するが、宇宙定数に相当するエネルギ

ーの密度は永久に一定であり、この新しい形態のエネルギーは負の圧力を持つ。 

・正の圧力は、圧縮された通常の気体が及ぼす圧力と同じで、外向きに押す。一方、負の



圧力は、内向きに吸う。 

・一般相対性理論では、質量とエネルギーに加えて、圧力も重力の源である。圧力は独

自の重力を作用させる。正の圧力は引力的重力を生みだすのに対し、負の圧力は斥力的

重力をもたらす。これこそ、アインシュタインが宇宙を静止させておくために用いた宇宙定数

の特徴だった。 

・相対論によれば、宇宙が膨張しても薄まることのないエネルギー密度を持ちうるのは真空

だけである。 

量子力学の世界では、真空は非常に短いタイムスケールで粒子と反粒子の対発生・対消

滅が繰り返されている。その結果、真空さえエネルギー密度を持ちうるし、重力の源になりう

る。 

・宇宙定数と真空のエネルギーを同一のものとみなす(数学的には等しい)と、宇宙定数は

原子内部の最小スケールの世界、量子力学の領域と密接に関連づけられる。 

マクリーは 1971 年、宇宙定数の値を古典的な一般相対性理論の枠組みの外側にある物

理学から求められるのかもしれないと唱えたが、まさに未来を予見するものであった。 

・宇宙定数と真空エネルギーを初めて具体的に結びつけたのが、ルメートである。1934 年

の論文で、「あらゆる無物事は真空内のエネルギーがゼロでないかのように起こる」と記した。

真空のエネルギー密度は負の圧力と関連しているはずであり、「事実上これが宇宙定数 ʌ

の意味である」とも述べている。 

・30 年後の 1967 年、ゼルドビッチが宇宙定数の値に対する真空のゆらぎの寄与を初めて

本格的に計算した。その過程で、場当たり的な仮定を立て、ゼロ点エネルギーの大半が何

らかの方法で相殺され、真空内の仮想粒子同士の重力的な相互作用だけが残ると仮定し

た。その結果は、観測可能な宇宙のあらゆる物質と放射エネルギー密度の約 10 億倍もの



値になってしまった。 

・真空のエネルギーを推定しようとする最近の試算によれば、理論が予測する真空のエネ

ルギー値よりも123桁も大きな値となってしまった。それを修正するために、対称性の原理を

用いて相殺がなされると仮定して計算したがまだ 53 桁も大きな値になってしまった。 

そこで、何か未発見のメカニズムによって、真空エネルギーに対するあらゆる寄与が何らか

の方法で相殺され、宇宙定数がぴったりゼロになると考えた。これは、アインシュタインが方

程式から宇宙定数をそっくり削除したのとまったく同じことである。多くの物理学者は宇宙定

数にゼロという具体的な値を代入するのは正しくないと考えていた。 一方、真空のエネル

ギーという現代的な姿をまとうと、宇宙定数は量子力学の観点から見て必須であるように

思える。 

1998 年、宇宙加速度膨張の天体観測によって、このテーマは今日の物理学が抱える最

大の難問となった。 

宇宙定数の値が完全なゼロではないという事実は、多くの理論物理学者たちの希望的観

測を打ち砕いてきた。何らかの未発見の超対称性によって、宇宙定数が完全に相殺される

ものと期待していた。 

それも、宇宙加速膨張の事実によって打ち砕かれた。宇宙定数の値は非常に低いがゼロ

ではない。そのため、多くの理論家たちは、対称性の議論に頼って説明を見つけるのは絶

望的だと確信するようになった。 

ある数を完全に相殺することなく、10 の 123 乗の一の小さな値にすることなど、どうすれば

できるだろうか。 

非科学的な人間原理的推論や超多世界解釈などに逃避する物理学者も現れた。 

アインシュタインの過ちは宇宙定数を加えたことではなく、削除したことだとも言える。 



 

研究者サイト、リサーチマップへの投稿記事 

[2] 量子重力方程式の宇宙定数をゼロにした根拠 

2015.11.16 

暗黒エネルギー脈動原理の仮説が導いた万物の方程式において、一般相対論おける重

力方程式の右辺にある宇宙定数Λをゼロであると仮定している。その根拠は、宇宙空間に

均一に分布する超希薄で、互いに反発しているエネルギー(暗黒エネルギー)が宇宙定数

Λの特性にぴたりと一致するからである。脈動原理はその暗黒エネルギーの密度を水平線

(膜宇宙におけるエネルギーゼロ)と設定している。宇宙全体が膨張・収縮して暗黒エネル

ギーの密度(水平線) が上下に変化してもそのレベルを水平線として設定し、その水平線

からの濃度変化をエネルギーの正負の変化としている。これはゲージ対称性が保たれてい

ることと等価であると言える。 暗黒エネルギー脈動原理のエネルギー波形図の水平線を

エネルギーゼロと設定する。水平線から上を正エネルギー、正質量とし、水平線から下が

負エネルギー、負質量である。エネルギーゼロの水平線は上下の 4 次元空間を分ける 3

次元空間であり、膜宇宙を表している。 

真空空間を満たす暗黒エネルギーの値と、量子力学によって試算した真空空間のエネル

ギー値との１３０桁もの膨大な差を、宇宙における真空空間に潜む暗黒エネルギーのエネ

ルギー密度を、エネルギーゼロの水平線であると仮定することで、123 桁もの差の問題を

解決する。下記の文中の「ある数を完全に相殺することなく、10 の 123 乗の一の小さな値

にすることなど、どうすればできるだろうか。」における解決策として、まず123桁の超希薄な

エネルギーをゼロに設定した後に、素粒子の質量に相当するレベルのエネルギー変化(物

質波)を加味することで下記の課題を解決している。脈動原理によれば、脈動する場のエ

ネルギー総和はゼロであるとしているので、重力方程式に挿入した波動関数のエネルギー



総和もゼロであり、元の重力方程式に影響を与えず等価であると理解できる。量子力学的

観点によれば、一般相対論は古典論であるとされているが、脈動原理が導いた量子重力

方程式は上記の波動関数を挿入することで古典論から脱皮したものとなる。その方程式は

量子力学の全ての特性を備えたものであり、不確定性原理や確率、真空のゼロ点エネル

ギー振動、真空空間のゆらぎ、確率計算、くりこみ処方、波動関数等などの特性を具備し

た方程式となる。この方程式は、マクロな空間を扱う時は、波動関数の項はエネルギーゼ

ロとして無視して計算し、ミクロな事象を扱う時は巨大なエネルギーを扱う従来の重力方程

式の項は無視して波動関数の項だけを計算することとなる。しかし、ビッグバン宇宙論のよう

なミクロ空間での量子力学と相対論とを同時に扱うような場合には、ここにしめした量子重

力方程式の出番になるものと考えられる。 

 

量子重力方程式 

 

 

 



[3]  量子重力方程式への挑戦 

物理学における最大の目標と言える量子力学と一般相対性理論とを融合した超大統

一理論である量子重力方程式に挑戦している。先に、暗黒エネルギー脈動原理によって

実現した万物の幾何学を表現する一つの方程式を模索している。下記の電子書籍の表紙

はその挑戦(2)で、挑戦(1)は、従来の一般相対性理論の重力方程式にシュレーディンガ

ー方程式の左辺－右辺(=0)を挿入した。脈動する場のエネルギー総和はゼロなので、従

来の重力方程式にゼロを加えても影響を与えないと考えた。今回の挑戦(2)は、左辺のみ

を挿入したもので、マクロな物理方程式である重力方程式とミクロな物理方程式である量

子力学の波動関数による素粒子レベルのエネルギー値変化を重力方程式に挿入した。 

暗黒エネルギーの物理としては、従来の重力方程式は天体規模の暗黒エネルギーの脈

動であり、量子力学の物質波は暗黒エネルギーの微細なさざ波であるとしてイメージしてい

る。 

 



 

[4]  量子重力方程式への挑戦、その 2 

暗黒エネルギー脈動原理によって得られた万物の幾何学を表わす万物の方程式に挑

戦する。一般相対性理論の厳密解の一つであるフリードマン方程式において、正・負エネ

ルギーの存在を認めて、エネルギー密度とエネルギー圧力の和がゼロであると設定すると、

重力方程式は宇宙規模の空間が膨張・収縮(脈動)する方程式になると説明されている。

さらに、重力方程式の宇宙定数をゼロと仮定すると、宇宙項のない重力方程式となる。さ

らに、量子力学の波動方程式のエネルギー総和がゼロと仮定すると、組み込んだ波動方

程式の影響しない重力方程式が実現する。ここに示した万物の方程式の候補は、フリード

マン方程式の部分によって宇宙規模の脈動を表し、波動方程式の部分によって量子力学

を表している。 

 



     

 

 

 



 

ネットで検索した資料。EMAN より。 

 

 

[5]  万物の方程式への挑戦(3) 

一般相対性理論の重力方程式を素粒子レベルへ拡張し、量子力学との融合を計る。重

力方程式の宇宙定数は真空のエネルギーであるとされているが、量子力学的試算による

値と観測値との差が120桁もの莫大な誤差となってしまう。宇宙定数をゼロにする何らかの

エネルギーの相殺が期待されている。ゼロにした後に、素粒子レベルのエネルギー変動が

重力方程式に追加されることが期待されている。暗黒エネルギー脈動原理が上記の補正

を行える可能性があると考えている。 

 



 

 

一般相対性理論の重力方程式を素粒子レベルへ拡張し、量子力学との融合

を計る。重力方程式の宇宙定数は真空のエネルギーであるとされているが、量

子力学的試算による値と観測値との差が 120 桁もの莫大な誤差となってしまう。

宇宙定数をゼロにする何らかのエネルギーの相殺が期待されている。ゼロにし

た後に、素粒子レベルのエネルギー変動が重力方程式に追加されることが期

待されている。暗黒エネルギー脈動原理が上記の補正を行える可能性がある

と考えている。 

 

 

 

 



 

[6] 重力方程式の万有引力定数を変数にする可能性。 

一般相対性理論方程式の厳密解の一つであり、宇宙の膨張・収縮を表わすフ

リードマン方程式の解釈を拡大して、素粒子の膨張・収縮(素粒子脈動原理)を

表わす方程式として解釈する。その式は素粒子から宇宙までを表わす暗黒エ

ネルギー脈動の方程式、万物の方程式となる。 

現在、重力方程式における万有引力定数 Gは観測された固定値として扱われ

ている。 拡張方程式はそのGをプランク時間で1～0～-1 に変化する変数G

におきかえることで、空間の歪みの曲率(4次元空間の素粒子の球)、素粒子が

膨張と収縮を超高速で繰り返す脈動を表わす。 

 

 



 

 



 

 

核力・重力・電磁気力の作用図 

 

 

サイト、EMAN の物理から転載した記事 

 

 



[7]  万有引力定数がゼロの時万物が真空になる。  

前記の万物の方程式において、重力方程式の G を G・sinωt の変数と仮定する。この G

がゼロの時、全ての物が真空状態になる。それは、暗黒エネルギー脈動原理のエネルギ

ー波形図の水平線に相当し、3 次元空間の膜宇宙を現している。 光子や他の素粒子を

はじめ、地上の全ての物体、人間や自然、地球や星、銀河や宇宙空間等、万物がプラン

ク時間で明滅している。 

これは、一般相対性理論の厳密解の一つかも知れない。 

 

 

 

 

 



 

[8] 万物の方程式の図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 [9] 量子重力方程式の表紙 

 

 



 

おわりに 

素粒子脈動原理の仮説は、暗黒エネルギーの存在を前提に、暗黒エネルギー

の物理によって、物理学上の数々の謎、難問解決への糸口と示唆を提供する。

暗黒エネルギーの超高速振動による運動エネルギー・質量獲得機構は、素粒

子脈動原理の脈動機構が唯一と思われる。 正体解明への指針すら得られて

いない暗黒エネルギーへの貴重な指針と言える。 このように、素粒子脈動原

理の仮説が、わずかな仮定と単純な機構のもとに、物理学の広範な分野にわ

たって、深遠と思われる示唆を提供できることは、素粒子脈動原理の仮説が、

真理であるか、真理に非常に近い究極の理論に違いないと予感させられる。 

 

出典・参考資料 

 

出典  Web : ウイキペディア 、URL: http://ja.wikipedia.org/   取得日: 2015 年 5月 1日 

検索入力項目 

1)大型ハドロン衝突型加速器、2)ダークエネルギー、4) 粒子と波の二重性、5) 二重

スリット実験、6) 二重スリット実験、7) 原子、8)確率解釈、9)確率解釈 10)ゲーテ、

11)観測問題、12)エーテル、15)素粒子、16)ダークエネルギー、17)仮想粒子、

18)余剰次元、19)宇宙マイクロ波背景放射、20)素粒子、21)ド・ブロイ波、22)ダ

ークエネルギー、23)ダークエネルギー、24)余剰次元、25)ダークエネルギー、32)

二重スリット実験、33)不確定性原理、34)フェルミ粒子、35)強い相互作用、重力、

電磁気力、36)超弦理論、37)場の量子論、点粒子、38)統一場理論、39)リーマン

予想。 

出典 3) 素粒子脈動原理の日本物理学会発表資料 

１９８０年、福島大学にて日本物理学会 年会の講演予稿集、本荘光史 NEC・中央研 

秋の分科会講演予稿集 1980(1), 10, 1980-09-10   一般社団法人日本物理学会 

6p- FA-12 空間の対称性の破れを繰り返す素粒子脈動を隠れた変数とする自然界の統

一原理。 

出典 13) 素粒子脈動原理の日本物理学会発表資料。 

１９８０年、福島大学にて日本物理学会 年会の講演予稿集、 本荘光史 NEC・中央研 



秋の分科会講演予稿集 1980(1), 10, 1980-09-10   一般社団法人日本物理学会 

6P-FA-13 空間の幾何構造として統一した核力・重力・電磁気力の統一原理 

出典 14)  

 CiNii (国立情報学研究所)に保管されている日本物理学会の講演予稿集。 

 「素粒子脈動原理」で検索。  

秋の分科会講演予稿集 1992-09-14   本荘光史 

 5P-j-10 量子力学と相対性原理との両者の機構を具備する素粒子脈動原理 

出典 18) 余剰次元 

書名: 余剰次元」と逆二乗則の破れ－我々の世界は本当に三次元か？ 

村田次郎著  講談社 ブルーバックス ２５４ｐ 

出典 26) 超対称性粒子によるエネルギーの打ち消し合い 

 書名:  ５つの謎からわかる宇宙－ダークマターから超対称性理論まで 

 荒舩良孝著 平凡社 ２２２ｐ 

出典 27) ヒッグス機構 

書名: 真空のからくり－質量を生み出した空間の謎 

山田克哉著 講談社 ブルーバックス ２８６ｐ 

出典 28) 4 次元空間 

 書名:  次元とは何か－「０次元の世界」から「高次元宇宙」まで 

 ニュートンプレス １４３ｐ 

出典 29) ADD 模型 

 書名:  余剰次元」と逆二乗則の破れ－我々の世界は本当に三次元か？ 

 村田次郎著 講談社 ブルーバックス 254P 

出典 30) 重力と電磁気力の統一 

 書名: 超ひも理論入門 上・下 大統一理論を超える 

Ｆ．デーヴィッド・ピート著講談社２２６ｐ 

出典 31) WEB投稿、4次元空間 

 インターネットサイト、YAHOO にて、「4 次元空間」で検索、動画指定。 

 TOP ページ、 「アインシュタインが探し続けた 4次元空間」、 21 万アクセス。 

出典 32) 二重スリット実験 

 書名: ＮＨＫアインシュタイン・ロマン 

ＮＨＫアインシュタイン・プロジェクト著１８９ｐ 

出典 39)リーマン予想 

 書名: 素数に憑かれた人たち－リーマン予想への挑戦 

ジョン・ダービーシャー著 松浦俊輔訳日経ＢＰ社４７９ｐ 

その他の出典 

40) TV 放送（アインシュタイン・ロマン NHK エンタープライズ 1991 年放送より） 

41)「宇宙のダークエネルギー」 

光文社 出版  2011/9/20 

  土居守・松原隆彦 共著  253P 

42)「ダークマターとは何か」 

PHP 研究所 出版 2012/8/1   206P 

43)「まだ科学で解けない 13 の謎」 

草思社 出版 2010/5/1 



マイケル・ブルックス著  楡井浩一 訳  339P 

44)「物理学はいかに創られたか」 

  岩波書店 出版 1993/1/16(第 66刷発行) 

  アインシュタイン著  石原 純 訳  194P 

45)「質量はどのように生まれるのか」 

講談社 出版 2010/4/20  橋本省二 著 297P 

46)「宇宙を織りなすもの」 

草思社 出版  2009/3/2 

ブライアン・グリーン著  青木薫 訳  395P 

47)「ビッグバン宇宙論下」 

新潮社 

サイモン・シン著 青木薫 訳 284P  

48) 「ホーキング宇宙を語る」 

早川書房  

S・W・ホーキング著 林一訳 246P 

49) 「宇宙の始まりと終わり」 

メッツ社 

二間敏史著  199P 

50) 「宇宙が始まる前に何があったのか」 

ローレンス・クラウス著  青木薫訳 284P 

51) 「宇宙想像とダークマター」 

M.リオーダン、D.N.シュラム共著 青木薫訳 343P 

52)「宇宙ウオッチング」 

新星出版社 

沼澤茂美・脇屋奈々代 共著 

 

 

 


